
◆◆メールマガジン「事業用自動車安全通信」第６９号(Ｈ22．10．15)◆◆ 

 

＝はじめに＝ 

このメールマガジンは、自動車運送事業者等から収集した事故情報等のうち

重大なものについて、皆様に情報提供することにより、その内容を他山の石と

して各運送事業者における事故防止の取り組みに活用していただくことを目的

として配信しています。 

 

＝目 次＝ 

１．重大事故情報＝１０件（１０月７日～１０月１２日分） 

（１）乗合バスの車内事故１ 

（２）乗合バスの運転者が健康起因により死亡 

（３）乗合バスが軽自動車と衝突した事故 

（４）乗合バスの車内事故２ 

（５）貸切バスの車両火災事故１ 

（６）貸切バスの車両火災事故２ 

（７）貸切バスが乗用車と衝突した事故 

（８）タクシーの乗客が車外に転落した事故 

（９）タクシーと乗用車が衝突した事故 

（10）タクシーがガードレールに衝突した事故 
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【１．重大事故情報＝１０件】（１０月７日～１０月１２日分） 

（１）乗合バスの車内事故１ 

 １０月８日午後０時４５分頃、東京都において、乗合バスが乗客約５０名を

乗せ運行中、左側の歩道を走っていた自転車の傍を徐行して通過しようとした

ところ、当該自転車がバランスを崩して車道側に倒れてきたため急ブレーキを

掛けた。当該バスは当該自転車との衝突は回避したが、急ブレーキにより当該

バスの乗客４名が転倒した。 

この事故により、乗客１名が腰の骨を折る重傷を負い、他の乗客３名が軽傷

を負った。 

 

（２）乗合バスの運転者が健康起因により死亡 

 １０月８日午後７時４０分頃、宮城県において、乗合バスが乗客１名を乗せ

運行中、終点の停留所の手前で当該バスが停車し、当該バスの運転者が倒れた。

乗客から連絡を受けた営業所の担当者は直ちに１１９番通報をしたが、救急隊

が駆けつけた時には既に心肺停止状態だった。 

その後、運転者は救急車により病院に搬送されたが死亡が確認された。乗客

に負傷はなし。 

乗客によると車両が停止する前、運転者が乗客に対し、気分が悪いと話して



いたとのこと。 

なお、当該バスの運転者の健康状態については点呼時に異常は認められなか

ったが、心臓疾患等の病歴がある模様。 

 

（３）乗合バスが軽自動車と衝突した事故 

１０月１０日午前７時２５分頃、福岡県において、乗合バスが乗客７名を乗

せ運行中、対向してきた軽自動車と衝突した。 

この事故により、軽自動車の運転者が死亡した。当該バスの乗客及び当該バ

スの運転者に負傷はなし。 

事故現場は、見通しの良い直線道路で、事故は、当該軽自動車がセンターラ

インを越えてきたため発生した模様。 

 

（４）乗合バスの車内事故２ 

 １０月１２日午前９時頃、大阪府において、乗合バスが乗客３０名を乗せて

第一通行帯を走行中、第二通行帯を走行していた軽自動車が当該バスの前方に

急に割り込んできたため急ブレーキをかけたところ、立席の乗客が転倒した。 

この事故により、乗客１名（女性：５１才）が頸椎損傷の重傷、７名軽傷を

負った。 

事故当時、当該軽自動車は、前方の交差点の第二通行帯に右折のための車両

が停車していたため、第一通行帯に進路変更をした模様。 

 

（５）貸切バスの車両火災事故１ 

１０月８日午前１１時４０分頃、千葉県の東関東自動車道において、貸切バ

スが乗客４６名を乗せて運行中、パーキングエリアの約５００ｍ手前で、当該

バスの運転者が爆発音を聞いたため確認したところ、当該バスの右後方のタイ

ヤ付近から煙が出ていたため、当該バスの運転者は当該パーキングエリアにて

バスを停車させた。 

その後、当該バスの運転者が当該バスから乗客を避難させ、乗客の荷物を降

ろしていたところ、当該バスから出火し、消防等の消火作業により鎮火したが、

当該バスは全焼した。 

この火災による負傷者はなし。 

 

（６）貸切バスの車両火災事故２ 

 １０月８日午後３時頃、山形県において、貸切バスが乗客１２名とガイド１

名を乗せて運行中、当該バスの運転者が異臭に気付いたため、車両を駐車場に

停車させ乗客を降ろしていたところ、当該バスの後部荷物室付近から煙が出て

おり、当該バスの運転者が荷物室を確認すると中にあった段ボールが燃えてい

た。運転者は直ちに車両に備えていた消火器により消火作業を行い鎮火した。 

 この火災による負傷者はなし。 

当該バスに損傷は無かったが、営業所の指示により、乗客を代車に乗せ替え



て目的地へ向かった。 

なお、当該バスの荷物室下部には穴が開いており、荷物室下部付近には排気

管が通っていることから、排気管の熱が当該穴から段ボールに伝わり出火した

可能性があるとのこと。 

 

（７）貸切バスが乗用車と衝突した事故 

 １０月９日午後６時５０分頃、長野県の交差点において、貸切バスが回送に

て走行中、乗用車（レンタカー）と出合い頭に衝突した。これにより、衝突さ

れた乗用車は壁に衝突し、その後さらに対向してきた乗合バス(乗客なし)と衝

突した。 

この事故により、当該乗用車の乗員３名のうち１名が死亡し、１名が軽傷を

負った。 

事故現場は、信号機の無い交差点で、貸切バス側が優先道路であり、当該乗

用車が一時停止を怠り、交差点に飛び出したことにより発生した模様。 

 

（８）タクシーの乗客が車外に転落した事故 

 １０月７日午後０時１０分頃、長崎県において、タクシーが後部座席に乗客

１名と荷物を乗せた後、助手席にもう１名の乗客を乗せようとしていたところ、

当該タクシーが発進したため、助手席に乗ろうとしていた乗客が車外に転落し

た。その後、当該タクシーは、前方の駐車車両に接触し、墓地に乗り上げ停車

した。 

この事故により、車外に転落した乗客は肋骨骨折の重傷、後部座席の乗客１

名が軽傷を負った。 

当該事故は、当該タクシー運転者(６８才）がアクセルとブレーキを踏み間違

えたために発生した模様。 

 

（９）タクシーと乗用車が衝突した事故 

 １０月８日午後９時１５分頃、北海道の市道（幅員７メートル・センターラ

インなし・左右に路側帯０．５メートルあり）において、タクシーが停車して

いたところ乗用車が追突した。 

この事故により、追突した乗用車の運転者が死亡し、当該タクシーの乗客１

名が軽傷を負った。 

事故当時、タクシーはハザードランプを点灯して道路左側に停車しており、

料金を精算した乗客が降車したところに当該乗用車が追突した模様。 

なお、乗用車側にブレーキ痕はなかった。  

 

（10）タクシーがガードレールに衝突した事故 

 １０月９日午後５時４５分頃、長野県において、タクシーが乗客１名を乗せ

て運行中、道路左側のガードレールに衝突した。 

この事故により、当該タクシーに乗っていた乗客が右腕を折る重傷を負った。 



事故現場は、見通しのよい直線道路で、土地に不案内な運転者が右折箇所を

探しながら走行していたため前方不注視となり、左側に寄りすぎため発生した

模様。 
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【メールマガジン「事業用自動車安全通信」】 

発行 国土交通省自動車交通局安全政策課 

＊このメルマガについてのご意見は、＜jiko-antai@mlit.go.jp＞までお寄せ

ください。 

よくある質問（配信登録の解除方法等）

（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/anzenplan2009/faq.html ） 

自動車交通局ホームページ 

（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/index.html ） 
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